
 

2021 年 12 月 8 日 

電源開発株式会社 

大間原子力発電所 敷地の地質・地質構造（コメント回答 その 14） 

（6/25 審査会合資料からの変更点リスト） 

ページ 内容 

① 規則の解釈別記１に照らしたシーム S-11 の評価 ［コメント S2-145］ 

3-79，3-247 他 
 シーム S-11 の基準適合性の評価にあたり，シーム S-11 として区別せずに評価 

 上記に伴い，深部と地表付近のシーム S-11 を取り止め，評価対象として「変状弱面」も取り止め 

3-166，3‐167 
 「ps-1 等の評価上の分布範囲」を，変状が分布し，シーム S-11 の上下盤に強風化部が確認される

ps-１等が分布する範囲として設定 

② シーム S-11 の分布 

3-84，3-85 
 シーム S-11 の平面分布について，粘土質の薄層が認められる部分の分布範囲を，シーム S-11 の

分布する範囲として表示 

3-85，3-204 他  上記に伴い，シーム S-11 の第四系逢着形状を精緻化するため，地形図を原地形に変更 

3-85，3-97 
 シーム S-11 が断続的に分布することからシーム全体が動かない等，評価につながるよう記載を適

正化 

③ 変状の成因 ［コメント S2-148，149］ 

3-175～3-201  変状の成因として，形成要因とメカニズムとに説明の構成を変更 

3-181～3-191 
 可能性として考えられる形成要因について，文献による事例，大間地点のトレンチ等との対比の説

明充実 

3-186，3-187， 

補 10-31～10-41 

 ボーリング調査結果，法面観察の結果及び追加した薄片観察の結果により，風化による膨張を示

唆するデータの有無を検討 

3-186，3-187， 

補 10-31～10-41 
 風化による体積変化の検討について，サマリーを本編資料に整理し，検討の全体の記載は補足説

明資料に移動 

④ 重要な安全機能を有する施設の基礎地盤に分布するシーム S-11 付近の岩盤性状 ［コメント S2-146，147］ 

3-204，3-205  シーム S-11 が cf-３断層に切断され後期更新世以降の活動のない範囲を提示 

3-210～3-225 
 重要施設基礎地盤のシーム S-11 の分布と風化部との位置関係について，側壁地質図及びそれら

の根拠データを整理 

3-238～3-239 
 物理的･化学的風化の岩盤性状の指標を統計処理し，風化区分ごとに平均値±1σ と整理し，重要

施設基礎地盤の岩盤性状と比較 
3-228～3-237  各試料採取位置での分析値を，位置図と結果グラフがセットになるようレイアウトを整理 

3-241～3-243  分析値の重要施設側壁での水平方向の変化（ホライズン）を，折れ線グラフに整理 

補 13-18～13-29  重要施設付近でデータを追加取得するとともに，MB・CEC・XRD のデータを掲載 

⑤ その他 

1-3～1-6， 

1-36 他 

⑤－１ 配置変更 

 重要施設の配置計画を変更 

ⅳ，(1)～(5) 
⑤－２ 抜粋版・目次 

 本日の説明要旨を抜粋版として整理するとともに，目次にて説明範囲を明記 

3-203～3‐245 他 

⑤－３ 文字量減 

 タイトル※，まとめ，文字量の多い箇所に対し，必要な記載を精査，見やすい資料となるよう見直し 

※ 「本日のご説明範囲」としていない「3.3.3.1」及び「3.3.3.2」についても，サブタイトルを精査，見直し 

3‐36，3-156 他 
⑤－４ 記載の適正化 

 調査段階に応じた調査精度を記載するなど，丁寧な記載になるよう自主的に精査 

 
以 上 


